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案　件　名 第2期亀岡市子ども・子育て支援事業計画（案） 令和2年3月17日

　　上記案件について、貴重なご意見をお寄せいただきありがとうございました。
　　お寄せいただいたご意見及びこれに対する亀岡市の考え方を以下のとおり公表いたします。

　意見募集期間 令和2年1月15日（水）～令和2年2月10日（月） 5件13項目

意　見　の　要　旨 亀　岡　市　の　考　え　方

　女性の社会進出を勧められている世の中です
が、今の子育てをしている女性にかかる負担が
増えていると思います。
　家の中で1人で育児、家事をするのは大変であ
り、孤独です。核家族世帯が多い中で、夫婦が
共に働くということは、共に協力して家事育児を
していかなくては家庭は回りません。
　ワーク・ライフ・バランスの観点から、企業団
体、社会全体で、子どもが手のかかる年齢まで
は、なるべく残業なく帰宅できる、休日の勤務が
ない、そういった社会制度になればと思います。
　子どもにとってもひとり親で育児するよりも夫婦
で見てもらえるほうが、より良い育児環境になる
と思います。虐待の防止や離婚率の低下にも繋
がってくるのではないかと思います。
　そういった出産したらおしまいではなく、夫婦が
協力して思いやりと責任を持って子育てしていく
ということも、今子育て中の方々や次世代の
方々に教育・啓発・サポートをしていっていただ
きたいと思います。

　基本目標の５に　「仕事と子育ての両立を支援す
る」と位置づけるなかで、国・京都府及び労働分野
との連携、事業所との協働のもとに、ワーク・ライ
フ・バランスの実現に向けた広報・啓発などを推進
していきたいと考えております。その中で、誰もが
子育てしやすく、働きやすい職場環境となるよう、
本市では、市長自らが「イクボス宣言」を行ってお
り、この取り組みが市内の企業や団体にも広がっ
ていくよう、普及・啓発に努めていきます。
　また、お寄せいただいたご意見を参考にさせてい
ただくなかで、子どもの育ちの視点、親としての育
ちの視点から、子育て中の親や次代の親の育成支
援に取り組んでいきたいと考えております。

　小さい子(1～2歳)の遊べる公園が欲しい。公園
のブランコ、幼児でも乗れる椅子タイプのものが
欲しい。

　基本目標４「子育てしやすい安全でやさしいまち
づくり」の中の取組項目として、「子どもが安全に遊
べる公園・広場などの確保」を位置づけており、お
寄せいただいたご意見も参考にさせていただきな
がら取り組んでいきたいと考えております。

　公園のブランコを幼児でも乗れる椅子タイプの
ものを増やしてほしい。

　基本目標４「子育てしやすい安全でやさしいまち
づくり」の中の取組項目として、「子どもが安全に遊
べる公園・広場などの確保」を位置づけており、お
寄せいただいたご意見も参考にさせていただきな
がら取り組んでいきたいと考えております。
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意　見　の　要　旨 亀　岡　市　の　考　え　方

　天候を気にせず、乳幼児の遊べる場所がもっ
と欲しい。

　基本目標４「子育てしやすい安全でやさしいまち
づくり」の中の取組項目として、「子どもが安全に遊
べる公園・広場などの確保」を位置づけており、お
寄せいただいたご意見も参考にさせていただきな
がら取り組んでいきたいと考えております。

　ガレリアの外の遊具の下(地面)を整備してほし
い。ガレリアの外の遊ぶ場所にもう少し遊具が
欲しい。

　基本目標４「子育てしやすい安全でやさしいまち
づくり」の中の取組項目として、「子どもが安全に遊
べる公園・広場などの確保」を位置づけており、お
寄せいただいたご意見も参考にさせていただきな
がら取り組んでいきたいと考えております。

　道路の段差がひどいのでベビーカーで通行し
にくい。改善してほしい。

　基本目標４「子育てしやすい安全でやさしいまち
づくり」の中の取組項目として、「安全な道路交通環
境の整備」を位置づけており、お寄せいただいたご
意見も参考にさせていただきながら取り組んでいき
たいと考えております。

　父親がおむつ替えできる場所が少ないので増
やして欲しい。(女性しか入れない場所のことが
多い。)

　基本目標４「子育てしやすい安全でやさしいまち
づくり」の中の取組項目として、「子育てバリアフ
リーの推進」を位置づけており、お寄せいただいた
ご意見も参考にさせていただきながら取り組んでい
きたいと考えております。

　保育所(園)の途中入所が困難な状況を解消し
てほしい。(育児休暇はもう少し取得できるが、保
育所入所の関係で年度初めの復帰にした。)

　基本目標５「仕事と子育ての両立を支援する」の
中の取組項目として、「待機児童の解消に向けた
取り組みの推進」を位置づけており、待機児童の解
消に向けて取り組んでいきたいと考えております。

　現在、育児休暇を取得中であるが、4月より職
場復帰をする。子どもは1歳。その際、保育所
(園)に入れるか入れないかはっきりせず不安な
のは結構ストレスである。暮らし方も変わってく
る。入所(園)できるようにしてほしい。

　基本目標５「仕事と子育ての両立を支援する」の
中の取組項目として、「待機児童の解消に向けた
取り組みの推進」を位置づけており、待機児童の解
消に向けて取り組んでいきたいと考えております。
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意　見　の　要　旨 亀　岡　市　の　考　え　方

　病児・病後児対応型の施設を増やしてほしい。
(両親ともに実家が遠い、正職での勤務、勤務体
制がシフト制で長期間休みにくい等の理由で、
現状では育児休暇復帰後の勤務に不安が残
る。)

　病児・病後児保育事業については、現在、病児・
病後児対応型1箇所、体調不良児対応型7箇所の
計8箇所で実施しており、現状の実施体制におい
て、ニーズ量を上回る提供が可能であることから、
現在のところ、実施施設を増やす予定はありませ
ん。今後も、引き続きニーズの的確な把握に努める
なかで、実施体制を確保していきたいと考えており
ます。

　今、他市でも問題になっているが、公立の幼稚
園(亀岡市立幼稚園)の園児の減少について対
策が必要だと思う。亀岡においては園舎がとて
もきれいなのにもったいない。

　児童数の減少に伴い公立幼稚園の園児数も減
少傾向にありますが、預かり保育の実施など、保
護者ニーズに対応しつつ、地域の子育て支援の取
り組みを進めてまいります。

　子育てをしていて、保健センターへちょっと相談
したいことがあっても予約をしないといけない。
「今聞きたい」時に聞けない。

　育児相談や発達相談など予約制の相談もありま
すが、子育てに関する全般的な相談については、
保健師や家庭相談員等によるお電話での対応も
行っておりますので、まずは、お気軽にお問い合わ
せください。

　夜間や休日など、急なケガや病気で救急病院
へ行きたいとき、近い亀岡市内の市立病院など
は医師がいないからと断られ、南丹市の病院へ
行かなければいけないのが不便だ。

　お寄せいただいたご意見については、本計画に
直接関係のある内容ではありませんが、日曜日・
祝日等におきましては、亀岡市休日急病診療所
（診療科目：内科・小児科）を亀岡市保健センター
内に開設しているところです。


